
 

                                         © 河合塾 2023 年 

C
O

C

O

O
C

CH

CH
C

O

O

H3C C CH3

O

C

O

C

O

O

OH

OH

CH2 CH2 CH2 BrBr

CH2H

CH3

CH2H3C

H

CH2H3C

H

CH2

CH3

H

C
C

CH
C

O

O

CH2 CH2 CH C

CH3

CH3

OH

OH

CH2H3C

H

CH2

H

H3C

東京大学 (前期) 1/3 

 

第１問 

Ⅰ 

ア C16H16O4 

イ B            C  
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Ⅱ 

カ    

キ (3) 

ク ゴーシュ形 

ケ M                             N 

 

または 

 

 

 

コ 最も安定ないす形の配座異性体におけるメチル基どうし，メチル基と CH2 の位置関係を調べると， M で

は，ゴーシュ形が２か所，アンチ形が１か所，Nでは，ゴーシュ形が１か所，アンチ形が２か所になっている。

したがって，ゴーシュ形の少ないNの方が安定である。 

サ ｂ，ｅ 
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第２問 

Ⅰ 

ア HF > HI > HBr > HCl 

  水素結合はファンデルワールス力より強いので，分子間で水素結合を形成するHFの沸点が最も高い。 

  ファンデルワールス力は分子量の大きい分子ほど強くはたらくので，沸点は分子量の大きい順にHI >  

  HBr > HCl となる。 

イ  A：H2SiF6  B：SiF4  

ウ 二量体を形成すると，溶質粒子の総物質量が減少するので，二量体を形成したときは，しないときに 

  比べて凝固点降下の大きさは小さくなる。 

エ pH3.00なので，[H+] =1.00×10−3 mol・L−１  

    [H+] = [F−] から，
+ 2 3 2

3 1

4
1

[H ] (1.00 10 )
[HF] 1.42 10 (mol L )

7.00 10K


 




   


・  

  

          答 1.4×10−3 mol・L−１ 

オ  (ａ)：(3)  (ｂ)：(2) 

 

Ⅱ 

カ 化合物  Al2O3  SiO2 

  化学反応式 Al2O3 + 2NaOH + 3H2O → 2Na[Al(OH)4] 

        SiO2 + 2NaOH → Na2SiO3 + H2O 

キ ７   

ク ⑦ TiO2 + C + 2Cl2 → TiCl4 + CO2 

  ⑧ TiCl4 + 2Mg → Ti + 2MgCl2 

  ⑨ MgCl2 → Mg + Cl2 

  全体 TiO2 + C → Ti + CO2  

ケ Mgのイオン化傾向は大きいので，MgCl2水溶液を電気分解すると，陰極ではMg2+の還元は起こらず， 

    H2Oの還元が起こりH2が発生するため。 

コ 最密充填面：(ⅲ) 

  最密充填面の数：４ 
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